
令和５年７月 国土交通省 国土技術政策総合研究所 作成 

「第 22回 東京湾シンポジウム ～近年における東京湾の環境の変化～」 
 

担当：海洋環境・危機管理研究室 
 
最近、様々な場所で「最近の東京湾の環境は少し変なんだ」

という声を耳にします。しかし、それらの情報が整理できて

いません。そこで本シンポでは、ここ 10 年の東京湾の環境

や生物の様子を見て、少し変だなと感じる事象・変わった点

を、研究機関・NPO・市民・漁業関係者、民間企業など多く

の方々から情報提供して頂き、情報を集約・整理・情報共有

するワークショップ的な会として、「第22回 東京湾シンポ

ジウム ～近年における東京湾の環境の変化～」を横浜大さん橋ホールにおいて2022年10月13日に開催しました。 
   主催：国土交通省 国土技術政策総合研究所 
   後援：東京湾再生官民連携フォーラム、東京湾の環境をよくするために行動する会 
〇プログラム  
・開会挨拶 国土技術政策総合研究所 沿岸海洋・防災研究部長 淺井 正 
・趣旨説明 国土技術政策総合研究所 海洋環境研究室長 岡田 知也 
＜水質＞ 

・解消されない貧酸素水塊・減少する漁場の栄養塩・秋冬季の水温が上昇 千葉県水産総合研究センター 石井 光廣 
・東京湾の栄養塩類 いであ株式会社 池田 宗平 
＜生物（内湾）＞ 
・近年の東京湾漁業・海洋生物に見られた異変 神奈川県水産技術センター 岡部 久 
・船釣りで探索中！ 東京湾奥のマコガレイの産卵行動 隔週刊「つり情報」元編集長 齊藤 貴伸 
・東京湾のクロダイ・キビレ（キチヌ）事情 （株）つり人社 八木 健介 
・黒鯛の釣り人から見た東京湾 東京湾黒鯛研究会 下道 衛 
・気になるここ 10年の海と空の変化 金田漁業協同組合の代理で「東亜建設工業(株)海の相談室」田中 ゆう子 
・水中用タイムラプスカメラを用いたノリ・ワカメ養殖場における食害観察 （株）マリン・ワーク・ジャパン 安田 愛 
・東京湾の取材で見えた変化 ＮＨＫ千葉放送局 高橋 大輔 
＜生物（浅場）＞ 
・横浜海の公園でのアサリ資源量の激減、13年間の毎月調査結果から 東邦大学 風呂田 利夫 
・マハゼの棲み処調査の 10年（変わったのはハゼか人か？） 海辺つくり研究会 古川 恵太 
・葛西海浜公園のハマグリ NPO２１世紀水倶楽部 亀田 泰武 
・東京港野鳥公園の海辺の現状と今後の課題 東京港野鳥公園（（公財）日本野鳥の会レンジャー）恩田 幸昌 
・富津干潟の変化：オゴノリの急増・減、浅場の砂質化とスナモグリの急増 JAMSTEC 山北 剛久 
・総合討論 

 
・ポスターセッション https://www.p-unique.co.jp/tokyobay/poster-session.html  
・閉会挨拶 国土技術政策総合研究所 副所長 髙野 誠紀 

本シンポにおいて多くの講演者からご提供頂いた情報を、シンポジウム報告書という形で公開しています。 

〔報告書〕https://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/engan/kaiyou/kenkyu/tokyo230413/01.tokyo22th_report.pdf 
 

国土交通省 国土技術政策総合研究所 横須賀庁舎HP http://www.ysk.nilim.go.jp/ 

 
 
 
 
 
【第22回 東京湾シンポジウム】 
「近年における東京湾の環境の変化」の紹介動画 

https://youtu.be/_RqBQUOravo 
国総研YouTubeチャンネル 

https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/nilim-youtube/index.html 

ぜひご覧ください！ 


